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足

　

利

　

高

　

氏

　

の

　

役

-
　
『
太
平
記
』
巻
九
の
構
成
と
展
開

=
　
一

堂
口

谷

　

　

垣

　

　

伊

　

大

　

雄

九
'
主
上
々
皇
為
五
官
被
囚
給
事
付
資
名
卿
出
家
事

十
'
千
葉
屋
城
寄
手
敗
北
事

京
都
(
六
波
羅
探
題
)
と
鎌
倉
(
幕
府
)
と
の
崩
壊
に
よ
っ
て
'
｢
平
家
九

代
ノ
繁
昌
｣
は
｢
1
時
二
滅
亡
｣
す
る
｡
そ
れ
を
'
『
太
平
記
』
　
は
'
巻
九
と

(
注
1
)

巻
十
と
に
分
け
て
描
-
｡
巻
九
の
章
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

二
　
足
利
殿
御
上
洛
事

二
'
山
崎
攻
事
付
久
我
畷
合
戦
事

三
'
足
利
殿
打
越
大
江
山
事

四
'
足
利
殿
着
徹
篠
村
則
国
人
馳
参
事

五
㌧
高
氏
被
寵
願
書
於
篠
村
八
幡
宮
事

六
㌧
六
波
羅
攻
事

七
㌧
主
上
々
皇
御
沈
落
事

八
'
越
後
守
仲
時
巳
下
自
害
事

第
三
早
の
冒
頭
は
'
巻
八
の
第
三
早
の
冒
頭
と
類
似
す
る
｡
巻
八
の
方
は

｢
先
帝
巳
二
船
上
二
着
御
｣
　
及
び
そ
の
優
勢
と
の
情
報
に
基
づ
く
六
披
羅
の
反

応
が
描
か
れ
た
の
に
対
し
'
巻
九
の
方
は
'
｢
先
朝
船
上
二
徹
坐
有
テ
'
討
手

ヲ
被
二
差
上
.
 
'
京
都
ヲ
被
レ
茸
由
'
六
波
羅
ノ
早
馬
頻
二
打
テ
'
事
既
二
難
儀

二
及
由
'
関
東
二
間
へ
ケ
レ
バ
｣
と
い
う
風
に
も
情
報
が
鎌
倉
に
届
い
た
結
果

と
し
て
の
北
条
高
時
に
よ
る
軍
勢
催
促
が
描
か
れ
る
｡
つ
ま
り
へ
　
｢
六
波
羅
｣

の
｢
難
儀
｣
こ
そ
が
巻
八
の
要
約
で
あ
り
'
次
の
段
階
と
し
て
鎌
倉
幕
府
へ
と

叙
述
が
移
る
事
に
な
る
｡

し
か
も
'
幕
府
全
体
の
動
き
よ
り
も
'
足
利
高
氏
と
い
う
個
人
の
動
静
が
詳

述
さ
れ
'
結
果
的
に
は
'
そ
の
事
が
幕
府
の
崩
壊
を
語
る
と
い
う
展
開
を
見
せ

る
｡
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｢
所
労
ノ
事
有
テ
'
起
居
未
レ
快
ケ
ル
｣
中
で
上
洛
の
催
促
を
再
三
受
け
た
足

利
高
氏
は
憤
感
を
抱
き
｢
重
テ
尚
上
洛
ノ
催
促
ヲ
加
ル
程
ナ
ラ
バ
'
一
家
ヲ
轟

シ
テ
上
洛
シ
'
先
帝
ノ
御
方
二
夢
二
ハ
波
羅
ヲ
茸
落
シ
テ
'
家
ノ
安
否
ヲ
可
レ

走
者
ヲ
｣
と
決
心
す
る
｡
北
条
高
時
は
｢
可
レ
斯
事
ト
ハ
不
二
思
寄
.
｣
｢
一
日
ノ

申
両
度
マ
デ
｣
上
洛
を
急
き
立
て
る
｡
｢
反
逆
ノ
企
'
己
二
心
中
二
被
二
思
定
.

テ
｣
い
た
足
利
高
氏
は
｢
不
日
二
上
洛
可
レ
仕
｣
と
返
答
す
る
｡

と
こ
ろ
が
'
高
氏
が
｢
御
一
族
･
郎
後
ハ
不
レ
及
レ
申
'
女
性
幼
稚
ノ
君
達
迄

モ
'
不
レ
残
皆
可
レ
有
二
上
洛
.
卜
閏
へ
｣
た
た
め
'
危
倶
し
た
長
崎
入
道
円
害
は

北
条
高
時
の
元
に
出
向
き
　
｢
足
利
殿
ノ
御
子
息
卜
御
重
ト
ヲ
バ
'
鎌
倉
二
被
二

留
単
一
テ
'
一
紙
ノ
起
請
文
ヲ
書
セ
｣
る
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
提
言
す
る
｡

高
時
か
ら
の
使
者
に
対
し
'
高
氏
は
｢
轡
胸
弥
深
カ
-
ケ
レ
共
'
憤
ヲ
押
へ
テ

気
色
ニ
モ
不
レ
被
レ
出
｣
｢
是
ヨ
-
御
返
事
ヲ
可
レ
申
｣
と
答
え
て
'
使
者
を
帰
ら

せ
る
｡相
談
を
受
け
た
弟
の
直
義
は
｢
今
此
1
大
事
ヲ
恩
食
立
事
'
全
ク
御
身
ノ
馬

二
非
ズ
'
只
天
二
代
テ
無
道
ヲ
諌
シ
'
君
ノ
御
馬
二
不
義
ヲ
退
ン
ト
也
｣
と
し

て
｢
此
等
程
ノ
少
事
二
可
レ
有
二
拾
像
.
ア
ラ
ズ
｡
兎
モ
角
モ
相
撲
入
道
ノ
申
サ

ン
健
二
随
テ
其
不
審
ヲ
令
レ
散
'
御
上
洛
候
テ
後
'
大
儀
ノ
御
計
略
ヲ
可
レ
被
レ

回
ト
コ
ソ
存
侯
へ
｣
と
意
見
を
述
べ
'
高
氏
は
｢
此
道
理
二
服
シ
｣
　
て
'
｢
御

子
息
千
毒
王
殿
ト
'
御
重
赤
橋
相
州
ノ
御
妹
ト
ヲ
バ
'
鎌
倉
二
留
置
奉
-
テ
'

1
紙
ノ
起
請
文
ヲ
書
テ
｣
北
条
高
時
に
送
る
.

高
時
は
｢
是
二
不
審
ヲ
散
ジ
テ
喜
悦
ノ
恩
ヲ
成
シ
｣
高
氏
を
招
い
て
｢
様
々

賞
翫
｣
L
t
八
幡
太
郎
義
家
か
ら
北
条
政
子
に
相
伝
さ
れ
て
北
条
家
に
所
持
さ

れ
て
い
た
｢
御
先
鋭
累
代
ノ
白
旗
｣
を
｢
此
旗
ヲ
サ
､
セ
テ
'
凶
徒
ヲ
急
ギ
御

退
治
侯
へ
｣
と
'
餓
別
に
送
り
'
更
に
｢
飼
タ
ル
馬
二
日
鞍
琴
ア
十
疋
'
自
幅

輪
ノ
鎧
十
億
'
金
作
ノ
太
刀
二
を
引
出
物
と
し
て
贈
る
｡

こ
う
し
て
'
足
利
兄
弟
･
吉
良
･
上
杉
･
仁
木
･
細
川
･
今
河
･
荒
河
を
は

じ
め
と
す
る
三
千
余
騎
は
'
元
弘
三
年
三
月
二
十
七
日
に
鎌
倉
を
出
立
L
t
四

月
十
六
日
に
京
都
に
到
着
す
る
｡

高
時
の
こ
と
を
｢
彼
ハ
北
候
四
郎
時
政
ガ
末
孫
也
｡
人
臣
二
下
テ
年
久
シ
｣

と
見
て
｢
我
ハ
源
家
累
葉
ノ
族
也
｡
王
氏
ヲ
出
テ
不
レ
遠
｣
と
自
己
認
識
し
た

と
は
言
え
'
足
利
高
氏
の
｢
反
逆
｣
は
私
憤
に
近
い
も
の
と
し
て
記
さ
れ
る
た

め
'
｢
先
帝
ノ
御
方
二
参
テ
｣
と
い
う
決
心
と
の
問
に
は
懸
隔
が
見
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
が
'
長
崎
円
書
の
発
案
に
基
づ
い
て
北
条
高
時
か
ら
伝
え
ら
れ
た
二
つ

の
条
件
が
'
弟
の
直
義
の
論
証
に
よ
っ
て
ク
-
ヤ
ー
さ
れ
た
と
き
に
'
高
氏
の

決
心
は
足
利
氏
'
つ
ま
り
源
氏
に
と
っ
て
の
｢
大
儀
ノ
御
計
略
｣
と
な
る
｡

第
二
章
で
は
ま
ず
'
巻
八
に
お
け
る
京
都
の
有
様
が
要
約
さ
れ
る
｡
｢
宮
方

ハ
負
レ
共
勢
弥
重
り
'
武
家
ハ
勝
共
兵
日
々
二
滅
ゼ
-
｣
と
い
う
両
六
波
羅
不

利
の
状
況
は
'
｢
足
利
･
名
題
ノ
南
勢
又
雲
霞
ノ
如
ク
上
洛
｣
す
る
事
に
よ
っ

て
'
六
波
羅
方
に
と
っ
て
好
転
す
る
か
に
思
わ
れ
た
｡

し
か
し
'
足
利
高
氏
は
｢
京
着
ノ
翌
日
ヨ
-
'
伯
膏
ノ
船
上
へ
潜
二
使
ヲ
進

セ
テ
'
御
方
二
可
レ
参
由
｣
を
伝
え
へ
　
後
醍
醐
天
皇
か
ら
は
｢
君
殊
二
叡
感
有

テ
'
諸
国
ノ
官
軍
ヲ
相
催
シ
朝
敵
ヲ
可
二
追
罰
.
由
ノ
姶
旨
｣
　
が
下
さ
れ
る
｡

｢
足
利
殿
ニ
カ
､
ル
企
有
ト
ハ
思
モ
｣
　
寄
ら
な
い
両
六
披
羅
と
名
題
尾
張
守
は

｢
日
々
二
参
合
シ
テ
八
幡
･
山
崎
ヲ
可
レ
被
レ
責
内
談
評
定
｣
を
　
｢
1
々
二
心
底

ヲ
不
レ
残
｣
尽
し
て
行
な
っ
た
｡
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れ
て
い
た
｢
御
先
鋭
累
代
ノ
白
腹
｣
を
｢
此
旋
ヲ
サ
､
セ
テ
'
凶
徒
ヲ
急
ギ
伽

レ
毒
ん

四
月
二
十
七
日
'
｢
名
題
尾
張
守
大
手
ノ
大
将
ト
シ
テ
七
千
六
百
飴
騎
｣
が

｢
鳥
羽
ノ
作
造
ヨ
-
｣
発
向
｡
｢
足
利
治
部
大
輔
高
氏
ハ
'
宙
手
ノ
大
将
ト
シ
テ

五
千
余
騎
｣
で
｢
西
岡
ヨ
-
｣
発
向
｡
｢
八
幡
･
山
崎
ノ
官
軍
｣
　
側
は
'
千
種

忠
顕
勢
五
百
余
騎
'
結
城
親
光
勢
三
百
余
騎
'
赤
松
円
心
勢
三
千
余
跨
が
諸
方

に
対
陣
す
る
｡
更
に
｢
足
利
殿
ハ
'
桑
テ
内
通
ノ
子
細
有
ケ
レ
共
'
若
侍
ヤ
シ

給
フ
覧
｣
と
'
坊
門
雅
忠
は
｢
寺
戸
卜
西
岡
ノ
野
伏
共
五
六
百
人
駆
催
シ
テ
'

岩
戒
逸
1
こ
向
か
っ
た
｡

大
手
の
大
将
名
題
尾
張
守
は
｢
拐
手
ノ
大
将
足
利
殿
ハ
'
未
明
二
京
都
ヲ
立

給
ヌ
｣
と
の
知
ら
せ
を
聞
き
　
｢
サ
テ
ハ
早
人
二
先
ヲ
被
レ
懸
ヌ
ト
'
不
レ
安
思
｣

っ
て
　
｢
サ
シ
モ
深
キ
久
我
畷
ノ
'
馬
ノ
足
モ
ク
､
ヌ
泥
土
ノ
中
へ
馬
ヲ
打
入

レ
'
我
先
ニ
｣
と
進
攻
す
る
｡
し
か
も
名
題
は
｢
元
ヨ
-
気
早
ノ
若
武
者
｣
だ

っ
た
の
で
'
｢
今
度
ノ
合
戦
'
人
ノ
耳
目
ヲ
驚
ス
様
ニ
シ
テ
'
名
ヲ
揚
ン
ズ
ル

者
ヲ
｣
と
考
え
'
｢
其
日
ノ
馬
物
ノ
具
･
笠
符
二
至
マ
デ
'
嘗
-
ヲ
曜
カ
シ
テ
｣

出
立
し
た
た
め
'
｢
今
日
ノ
大
手
ノ
大
将
ハ
是
ナ
メ
-
ト
'
知
ヌ
散
ハ
無
｣
く
'

散
か
ら
は
｢
是
7
人
ヲ
打
ン
｣
と
狙
わ
れ
た
.
し
か
し
'
｢
鎧
ヨ
ケ
レ
バ
裏
カ

･
ス
ル
矢
モ
ナ
｣
く
'
｢
打
者
達
者
ナ
レ
バ
'
近
付
散
ヲ
切
テ
落
｣
と
L
t
　
｢
其

勢
ヒ
参
然
｣
と
し
て
い
た
た
め
'
｢
官
軍
数
寓
ノ
士
卒
｣
　
も
　
｢
巳
二
開
キ
磨
辛

ヌ
｣
と
思
わ
れ
た
｡

と
こ
ろ
が
'
赤
松
の
1
族
で
｢
強
弓
ノ
矢
絶
早
'
野
伏
戟
二
心
キ
､
テ
'
卓

宣
公
ガ
秘
セ
シ
所
ヲ
'
我
物
二
得
タ
ル
兵
｣
の
佐
用
左
衛
門
三
郎
範
家
ノ
一
矢

に
よ
っ
て
名
越
尾
張
守
は
｢
眉
間
ノ
庚
申
｣
を
射
ら
れ
即
死
し
て
し
ま
う
.
そ

の
た
め
'
｢
尾
張
守
ノ
郎
徒
七
千
飴
騎
｣
は
壊
滅
的
敗
走
を
す
る
｡

第
三
章
｡
大
手
の
名
越
勢
が
激
戦
を
し
て
い
た
頃
'
｢
桂
河
ノ
西
ノ
端
二
下

り
居
テ
'
酒
盛
シ
テ
｣
い
た
｢
捕
手
の
大
将
足
利
殿
｣
は
'
大
手
の
敗
北
･
大

将
の
討
死
を
聞
く
と
｢
サ
ラ
バ
イ
ザ
ヤ
山
ヲ
越
ン
｣
と
言
っ
て
'
｢
丹
波
路
ヲ

西
へ
'
篠
村
ヲ
指
テ
｣
移
動
し
た
｡
し
か
し
'
溺
手
勢
の
中
に
い
た
｢
備
前
国

ノ
住
人
中
吉
十
郎
｣
　
｢
梼
韓
国
ノ
住
人
奴
可
四
郎
｣
　
の
二
人
は
'
足
利
高
氏
に

｢
野
心
｣
あ
り
と
察
知
L
t
　
大
江
山
か
ら
引
返
し
て
六
披
羅
に
報
告
す
る
｡
六

披
羅
は
'
名
題
尾
張
守
の
討
死
に
続
い
て
'
足
利
高
氏
の
離
反
の
報
を
受
け
落

胆
･
動
揺
す
る
｡

第
四
章
｡
篠
村
に
陣
取
っ
た
足
利
高
氏
が
近
国
の
勢
を
召
集
し
た
と
こ
ろ
'

｢
其
旗
ノ
文
'
笠
符
二
皆
1
番
卜
云
文
字
ヲ
書
タ
｣
　
丹
波
の
住
人
久
下
弥
三
郎

時
重
が
二
百
五
十
騎
で
馳
せ
つ
け
た
｡
そ
の
紋
は
久
下
の
先
祖
が
頼
朝
か
ら
下

賜
さ
れ
た
｢
由
緒
ア
ル
文
｣
で
あ
る
事
を
高
師
直
か
ら
聞
い
た
高
氏
は
｢
富
家

ノ
吉
例
｣
と
大
い
に
喜
ぶ
｡
結
局
､
軍
勢
は
二
万
三
千
余
騎
に
達
し
た
｡

｢
是
ヲ
聞
テ
｣
六
披
羅
で
は
評
定
を
行
な
い
'
六
披
羅
北
庁
を
　
｢
御
所
ニ
シ

ツ
ラ
ヒ
｣
'
光
厳
天
皇
達
を
移
ら
せ
た
｡
光
厳
天
皇
は
　
｢
和
治
天
ノ
後
天
下
達

二
不
レ
穏
'
剰
百
寮
忽
二
外
都
ノ
塵
二
交
-
ヌ
レ
バ
'
是
偏
二
帝
徳
ノ
天
二
背

キ
ヌ
ル
故
也
｣
と
嘆
く
｡
日
吉
･
賀
茂
両
社
の
祭
礼
も
停
止
と
な
り
'
｢
神
慮

モ
如
何
卜
測
難
ク
へ
　
恐
有
ベ
キ
事
共
也
｣
と
思
わ
れ
た
｡

｢
官
軍
ハ
五
月
七
日
京
中
二
寄
テ
'
合
戟
可
レ
有
｣
と
京
都
の
西
･
南
･
北
側

か
ら
攻
め
寄
せ
る
と
の
情
報
が
伝
わ
り
'
東
山
道
方
面
の
み
が
残
っ
て
い
る
も

の
の
'
山
門
の
｢
野
心
｣
を
考
え
る
と
｢
六
披
羅
ノ
兵
共
｣
は
'
｢
上
ニ
ハ
勇

メ
ル
気
色
ナ
レ
共
'
心
ハ
下
二
仰
天
｣
と
い
う
有
様
で
'
六
披
羅
の
館
を
中
心

Osaka Shoin Women's University Repository



-30-

と
し
て
城
郭
が
築
か
れ
た
｡

第
五
章
で
は
'
足
利
高
氏
の
篠
村
出
立
が
描
か
れ
る
｡
五
月
七
日
寅
刻
に
二

万
五
千
余
騎
で
出
立
し
た
高
氏
は
｢
宜
祢
ガ
袖
振
鈴
ノ
音
｣
に
惹
か
れ
て
｢
何

ナ
ル
敢
ト
ハ
知
ネ
ド
モ
'
戦
場
二
赴
ク
門
出
ナ
レ
バ
ト
テ
'
馬
ヨ
-
下
テ
甲
ヲ

脱
テ
'
叢
伺
ノ
前
二
脆
キ
｣
武
運
を
祈
誓
す
る
｡
そ
こ
が
｢
篠
村
ノ
新
八
幡
｣

と
知
っ
た
高
氏
は
｢
サ
テ
ハ
富
家
専
崇
ノ
震
紳
ニ
テ
御
坐
シ
ケ
-
｣
と
'
願
文

を
妙
玄
に
書
か
せ
'
自
ら
｢
筆
ヲ
執
テ
剣
ヲ
唐
絵
ヒ
'
上
差
ノ
鏑
1
筋
副
テ
'

賓
殿
ニ
｣
奉
納
す
る
｡
｢
相
腰
フ
人
々
｣
も
上
矢
を
1
本
ず
つ
献
上
し
た
の
で
'

矢
は
塚
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
｡

大
江
山
の
峠
を
越
え
る
時
｢
山
鳩
1
番
飛
来
テ
白
旗
ノ
上
二
翻
蘭
｣
し
た
の

を
見
て
'
足
利
高
氏
は
｢
是
八
幡
大
菩
薩
ノ
立
期
テ
護
ラ
セ
姶
フ
験
也
.
此
鳩

ノ
飛
行
ン
ズ
ル
ニ
任
テ
可
レ
向
｣
　
と
命
令
を
下
す
｡
鳩
は
｢
閑
二
飛
デ
'
大
内

ノ
督
速
へ
紳
紙
官
ノ
前
ナ
ル
樗
木
ニ
｣
止
ま
っ
た
｡
｢
官
軍
｣
　
が
'
｢
此
奇
瑞

二
勇
デ
'
内
野
ヲ
指
テ
｣
進
軍
す
る
と
散
兵
は
次
々
と
降
参
し
'
｢
篠
村
ヲ
出

ヽ

ヽ

給
シ
時
ハ
'
僅
二
二
寓
飴
騎
｣
(
傍
点
筆
者
'
以
下
同
じ
)
　
だ
っ
た
軍
勢
は
'

｢
右
近
馬
場
｣
を
通
過
す
る
時
に
は
'
五
万
余
騎
に
な
っ
て
い
た
｡

第
六
章
は
京
都
攻
防
戦
｡
六
披
羅
方
は
六
万
余
騎
を
三
手
に
分
け
'
足
利
勢

に
対
し
て
神
祇
宮
前
'
赤
松
勢
に
対
し
て
東
寺
へ
､
千
種
勢
に
対
し
て
伏
見
の

上
へ
と
'
そ
れ
ぞ
れ
配
備
し
た
｡

｢
内
野
｣
　
へ
は
'
巻
八
第
三
章
に
功
名
が
描
か
れ
た
｢
陶
山
卜
河
野
｣
に
｢
宗

徒
ノ
勇
士
二
寓
飴
騎
ヲ
副
テ
｣
派
遣
し
た
の
で
｢
官
軍
モ
無
二
左
右
】
不
二
懸
入
1
 
t

散
モ
翫
不
二
懸
出
し
矢
合
戦
を
し
て
両
軍
は
対
時
し
て
い
た
｡
｢
愛
二
官
軍
ノ

中
ヨ
-
｣
｢
足
利
殿
ノ
御
内
｣
　
の
設
楽
五
郎
左
衛
門
尉
が
た
だ
一
騎
で
駆
け
出

し
'
六
波
羅
方
の
｢
五
十
計
ナ
ル
老
武
者
｣
斉
藤
玄
基
と
対
決
'
玄
基
を
組
み

伏
せ
た
も
の
の
へ
最
後
は
｢
互
二
引
組
タ
ル
手
ヲ
不
レ
放
'
共
二
刀
ヲ
突
立
テ
'

同
ジ
枕
ニ
｣
死
ぬ
｡
次
に
｢
源
氏
ノ
障
ヨ
-
｣
　
｢
足
利
殿
ノ
御
内
｣
　
大
高
二
郎

重
成
が
駆
け
出
し
'
｢
先
日
度
々
ノ
合
戦
二
高
名
シ
タ
-
ト
間
ユ
ル
陶
山
備
中

守
･
河
野
封
馬
守
ハ
オ
ハ
セ
ヌ
カ
'
出
合
給
へ
｡
打
物
シ
テ
人
二
見
物
セ
サ
セ

ン
｣
と
呼
び
か
け
る
｡
陶
山
は
急
拠
八
条
へ
向
か
っ
た
後
だ
っ
た
た
め
陣
に
は

い
な
か
っ
た
が
'
河
野
対
馬
守
通
治
は
｢
元
来
ク
マ
ラ
ヌ
懸
武
者
｣
だ
っ
た
の

で
'
対
決
し
よ
う
と
進
み
出
た
｡
と
こ
ろ
が
'
｢
河
野
封
馬
守
ガ
滑
子
ニ
'
七

郎
通
達
ト
テ
今
年
十
六
二
成
ケ
ル
若
武
者
｣
が
｢
父
ヲ
討
セ
ジ
ト
ヤ
恩
ケ
ン
｣

大
高
に
立
ち
向
か
う
｡
大
高
は
河
野
七
郎
の
総
角
を
つ
か
み
'
鎧
の
笠
符
か
ら

｢
是
モ
河
野
ガ
子
力
甥
欺
ニ
テ
ゾ
有
ラ
ン
｣
と
考
え
'
斬
り
捨
て
る
｡
｢
最
愛
ノ

捨
子
｣
を
目
の
前
で
討
た
れ
た
対
馬
守
は
大
高
に
馳
せ
向
か
う
が
'
こ
こ
か
ら

は
集
団
戦
と
な
り
'
結
局
｢
源
氏
ハ
大
勢
ナ
レ
バ
'
平
氏
途
二
打
寅
テ
'
六
波

羅
ヲ
指
テ
引
退
ク
｣
結
果
と
な
っ
た
｡

東
寺
方
面
へ
は
赤
松
円
心
の
勢
三
千
鯖
が
押
し
寄
せ
た
が
'
｢
西
ハ
羅
城
門

ノ
礎
ヨ
-
'
東
ハ
八
儀
河
原
逮
マ
デ
｣
厳
重
な
城
郭
装
備
と
な
っ
て
い
た
｡
し

か
し
'
妻
磨
孫
三
郎
長
宗
が
堀
に
飛
び
込
ん
で
渡
り
'
塀
を
引
き
倒
し
た
の
を

き
っ
か
け
と
し
て
'
両
軍
激
戦
と
な
り
'
｢
六
波
羅
ノ
勢
一
寓
飴
騎
'
七
粍
八

積
二
被
レ
破
テ
'
七
懐
河
原
｣
　
へ
追
い
出
さ
れ
た
｡

竹
田
方
面
で
も
'
木
幡
･
伏
見
方
面
で
も
敗
北
し
た
六
波
羅
勢
は
'
六
披
羅

の
城
に
逃
げ
篭
っ
た
｡
攻
撃
側
の
方
は
'
｢
五
儀
ノ
橋
爪
ヨ
-
七
儀
河
原
マ
デ
｣
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徒
ノ
勇
士
二
寓
僚
騎
ヲ
副
テ
｣
派
遣
し
た
の
で
一
官

州
三
上
ム
ユ
木
二
イ
二
鳥
'
J
.
グ
一

イ

L

を
包
囲
し
た
が
'
東
一
方
だ
け
は
わ
ざ
と
開
け
て
お
い
た
｡
こ
れ
は
｢
散
ノ
心

ヲ
一
ニ
ナ
サ
デ
'
翫
ク
茸
落
サ
ン
為
ノ
謀
｣
で
あ
っ
た
｡

城
側
に
つ
い
て
は
'
｢
六
披
羅
:
楯
寵
ル
所
ノ
軍
勢
雄
レ
少
ト
'
英
数
五
寓
騎

ニ
飴
レ
-
｡
此
暗
君
志
ヲ
一
二
シ
テ
'
同
時
二
懸
出
タ
ラ
マ
シ
カ
バ
'
引
立
タ

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

ル
寄
手
共
'
足
ヲ
タ
メ
ジ
ト
ミ
へ
シ
カ
共
'
武
家
可
レ
亡
運
ノ
極
メ
ニ
ヤ
有
ケ

ン
'
冒
来
名
ヲ
罵
セ
シ
剛
ノ
者
ト
イ
へ
共
不
レ
勇
'
無
饗
強
弓
精
兵
卜
被
レ
云
者

モ
弓
ヲ
不
レ
引
シ
テ
'
只
ア
キ
レ
ク
ル
許
ニ
テ
'
此
彼
二
村
立
テ
'
落
支
度
ノ

外
ハ
儀
勢
モ
ナ
シ
｣
　
と
'
滅
亡
を
確
実
に
予
想
す
る
形
で
描
か
れ
る
｡
し
か

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

も
'
｢
名
を
惜
ミ
家
ヲ
重
ズ
ル
武
士
共
ダ
ニ
モ
｣
　
こ
の
様
な
状
況
で
あ
っ
た
上

に
'
主
上
･
上
皇
･
女
院
達
｢
軍
卜
云
事
ハ
宋
ダ
目
ニ
モ
見
玉
ハ
ヌ
｣
層
を
擁

す
る
両
六
波
羅
探
題
は
｢
慨
然
ノ
蔑
｣
で
し
か
な
く
へ
　
｢
城
中
ノ
色
メ
キ
ク
ル

様
ヲ
見
テ
'
叶
ハ
ジ
ト
｣
　
思
う
｢
今
マ
デ
無
レ
弐
者
ト
ミ
へ
ツ
ル
兵
｣
達
さ
え

も
｢
我
レ
先
ニ
｣
　
と
落
ち
て
行
き
'
｢
義
ヲ
知
命
ヲ
軽
ジ
テ
残
留
ル
兵
｣
　
は

｢
僅
二
千
騎
ニ
モ
不
レ
足
｣
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
｡

も
う
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
六
披
経
の
滅
亡
に
つ
い
て
'
こ
の
章
は
(
負
)

の
表
現
(
否
定
的
表
現
)
を
多
用
し
っ
つ
'
そ
の
内
的
崩
壊
状
況
を
描
い
て
い

-
｡
そ
し
て
'
最
後
の
抵
抗
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
に
せ
よ
'
鎌
倉
幕
府
が

厳
存
し
て
い
る
元
弘
三
年
五
月
七
日
の
事
と
し
て
考
え
れ
ば
'
右
の
引
用
文
中

の
-
-
線
部
分
の
仮
定
法
は
'
六
波
羅
探
題
に
と
っ
て
の
最
後
の
可
能
性
を
記

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

第
七
･
第
八
･
第
九
の
各
章
は
'
六
波
羅
か
ら
差
し
伸
べ
ら
れ
た
手
が
'
鎌

倉
に
は
届
か
ぬ
ま
ま
に
断
ち
切
ら
れ
る
最
期
の
様
子
が
描
か
れ
る
｡

ま
ず
'
糟
谷
三
郎
宗
秋
が
｢
千
騎
に
タ
ラ
ヌ
程
｣
に
な
っ
た
現
状
で
｢
大
敵

ヲ
防
ガ
ン
事
ハ
叶
ハ
ジ
｣
と
の
判
断
に
基
づ
き
｢
東
一
方
ヲ
バ
散
未
ダ
取
マ
ハ

シ
侯
ハ
ネ
バ
　
(
注
･
こ
れ
は
前
章
で
見
た
よ
う
に
寄
手
側
の
｢
諜
｣
で
あ
っ

た
)
'
主
上
･
々
皇
ヲ
奉
レ
取
テ
'
関
東
へ
御
下
僕
テ
後
'
重
テ
大
勢
ヲ
以
テ
'

京
都
ヲ
被
レ
責
侯
へ
カ
シ
｣
　
と
再
三
主
張
し
た
事
を
'
両
六
波
羅
探
題
は
｢
ゲ

ニ
モ
｣
と
し
て
'
ま
ず
女
院
･
皇
后
達
女
性
を
脱
出
さ
せ
る
事
を
決
め
る
｡

次
に
'
六
披
羅
北
探
題
北
条
仲
時
が
奥
方
と
別
れ
を
惜
し
み
｢
造
二
時
ヲ
ゾ

移
サ
レ
ケ
ル
｣
と
い
う
有
様
が
'
項
羽
･
虞
氏
の
中
国
故
事
に
比
し
て
哀
感
を

こ
め
て
描
か
れ
る
｡
｢
滑
ヲ
落
サ
ヌ
武
士
ハ
ナ
シ
｣
　
と
い
う
場
面
は
'
南
探
題

北
条
時
益
の
｢
ナ
ド
ヤ
長
々
敷
打
立
や
給
ハ
ヌ
ゾ
｣
の
三
ロ
に
よ
っ
て
'
｢
鎧

ノ
袖
二
取
着
タ
ル
北
ノ
方
少
キ
人
ヲ
引
放
シ
テ
｣
出
発
す
る
現
実
へ
と
引
き
戻

さ
れ
る
が
'
｢
是
ヲ
限
ノ
別
ト
ハ
互
二
知
ヌ
ゾ
哀
ナ
ル
｣
　
と
の
一
文
が
'
近
い

将
来
に
お
け
る
最
終
的
な
幕
の
引
か
れ
方
を
予
告
し
て
も
い
る
｡

仲
時
を
促
し
た
北
条
時
益
自
身
は
'
京
都
を
脱
出
し
て
し
ま
わ
な
い
五
月
間

の
｢
苦
集
滅
道
ノ
遺
｣
で
'
充
満
し
て
い
た
｢
野
伏
｣
達
の
た
め
に
'
首
の
骨

を
射
ら
れ
て
落
馬
し
絶
命
す
る
｡
糟
谷
七
郎
は
｢
泣
々
主
ノ
覇
ヲ
取
テ
錦
ノ
直

垂
ノ
袖
二
裏
ミ
'
道
ノ
傍
ノ
田
ノ
中
二
探
ク
隠
シ
テ
則
腹
掻
切
テ
主
ノ
死
骸
ノ

上
二
重
テ
｣
死
ん
だ
｡

六
波
羅
を
脱
出
し
た
光
厳
天
皇
の
一
行
も
｢
落
人
ノ
通
ル
ゾ
'
打
留
テ
物
具

剥
｣
と
い
う
声
々
と
共
に
矢
を
射
か
け
ら
れ
四
散
す
る
が
'
｢
五
月
ノ
短
夜
明

ヤ
ラ
デ
'
関
ノ
此
方
モ
間
ケ
レ
バ
'
杉
ノ
木
陰
二
駒
ヲ
駐
テ
｣
休
憩
中
の
｢
主

上
ノ
左
ノ
御
肱
｣
に
流
れ
矢
が
突
き
立
ち
'
陶
山
備
中
守
が
｢
急
ギ
馬
ヨ
-
飛

下
テ
'
矢
ヲ
抜
テ
御
症
ヲ
吸
｣
う
｢
蔑
猿
カ
-
シ
｣
事
件
も
起
こ
っ
た
｡
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ヽ

更
に
夜
が
明
け
る
と
'
｢
北
ナ
ル
山
｣
　
に
｢
野
伏
共
卜
覚
テ
'
五
六
百
人
ガ

程
'
楯
ヲ
ツ
キ
鉄
ヲ
支
テ
待
懸
｣
け
て
い
る
の
が
見
え
た
｡
行
幸
の
前
駆
を
務

め
て
い
た
中
吉
弥
八
が
散
に
近
付
い
て
｢
恭
モ
一
天
ノ
君
'
関
東
へ
臨
幸
成
虞

ニ
'
何
者
ナ
レ
バ
加
様
ノ
狼
籍
ヲ
バ
仕
ル
ゾ
｡
心
ア
ル
者
ナ
ラ
バ
'
弓
ヲ
伏
せ

甲
ヲ
脱
デ
｣
　
可
レ
奉
レ
通
｡
礼
儀
ヲ
知
ヌ
奴
原
ナ
ラ
バ
'
一
々
二
召
捕
テ
'
覇
切

懸
テ
可
レ
通
｣
と
言
い
懸
け
た
と
こ
ろ
'
｢
野
伏
共
｣
は
｢
カ
ラ
　
-
　
ト
笑
テ
｣
'

｢
如
何
ナ
ル
1
天
ノ
君
ニ
テ
モ
渡
ラ
セ
給
へ
'
都
道
巳
二
義
テ
'
落
サ
セ
給
ハ

ン
ズ
ル
ヲ
'
通
シ
進
ラ
セ
ン
ト
ハ
申
マ
ジ
｡

武
士
ノ
馬
物
具
ヲ
皆
捨
サ
セ
テ
'
御
心
安
ク

'
御
件
ノ

｣
と
言
っ
て
関
の
声

を
あ
げ
た
｡
中
吉
弥
八
は
｢
恵
ヒ
奴
原
ガ
振
舞
哉
｡
イ
デ
ホ
シ
ガ
ル
物
臭
ト
ラ

セ
ン
｣
と
若
武
者
六
騎
で
｢
慾
心
機
盛
ノ
野
伏
共
｣
を
駆
け
散
ら
す
が
｢
飴
二
長

追
シ
｣
た
中
吉
弥
八
は
'
野
伏
二
十
数
人
に
取
囲
ま
れ
る
｡
中
吉
は
｢
少
モ
ヒ

ル
マ
ズ
｣
　
｢
其
中
ノ
棟
究
卜
兄
へ
タ
ル
散
｣
と
対
決
す
る
｡
深
田
の
中
で
'
下

に
組
み
敷
か
れ
た
中
吉
は
'
腰
刀
が
抜
け
落
ち
て
反
撃
で
き
な
い
の
を
知
る
と

｢
刀
加
へ
ニ
'
散
ノ
小
腕
ヲ
丁
卜
掬
-
ス
ク
メ
テ
｣
'
｢
我
ハ
六
波
羅
殿
ノ
御
雑

色
l
｢
　
六
郎
太
郎
卜
云
者
ニ
テ
侯
へ
バ
'
見
知
ヌ
人
ハ
侯
マ
ジ
｡
無
周
ノ
下
部

ノ
覇
取
テ
罪
ヲ
作
り
給
ハ
ン
ヨ
-
ハ
'
我
命
ヲ
助
テ
ク
ビ
候
へ
'
其
悦
ニ
ハ
六

波
羅
殿
ノ
銭
ヲ
隠
ク
シ
テ
'
六
千
貫
被
レ
埋
タ
ル
所
ヲ
知
テ
侯
へ
バ
'
手
引
申

テ
御
逸
二
所
得
セ
サ
セ
奉
ン
｣
と
言
う
｡
す
る
と
野
伏
は
｢
誠
ト
ヤ
恩
ケ
ン
'

抜
タ
ル
刀
ヲ
鞘
ニ
サ
シ
'
下
ナ
ル
中
吉
ヲ
引
起
シ
テ
'
命
ヲ
助
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

様
々
ノ
引
出
物
ヲ
シ
'
酒
ナ
ン
ド
ヲ
勘
て
'
京
へ
連
テ
上
｣
　
っ
た
｡
中
吉
は

｢
六
披
羅
ノ
焼
跡
｣
　
へ
行
き
'
｢
正
シ
ク
此
二
被
レ
埋
タ
-
シ
物
ヲ
'
早
人
ガ
掘

テ
取
タ
-
ケ
ル
ゾ
ヤ
｡
横
着
ケ
奉
ン
ト
恩
タ
レ
バ
'
耳
ノ
ビ
ク
ガ
薄
ク
坐
シ
ケ

-
｣
と
｢
欺
テ
'
空
笑
シ
テ
｣
引
返
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
｢
中
吉
が
謀
二
道
開
ケ
テ
｣
光
厳
天
皇
は
篠
原
の
宿
に
到
着
｡

た
だ
'
天
台
座
主
梶
井
二
品
親
王
は
｢
行
末
ト
テ
モ
道
ノ
程
心
安
ク
可
レ
過
共

覚
サ
セ
給
ハ
ネ
バ
'
何
ク
ニ
モ
暫
シ
立
忍
バ
ヾ
ヤ
｣
と
思
っ
た
も
の
の
'
供
奉

す
る
者
が
二
人
し
か
い
な
い
と
聞
き
'
｢
サ
テ
ハ
殊
更
長
途
ノ
逆
旅
叶
フ
マ
ジ
｣

と
考
え
'
｢
是
ヨ
-
引
別
テ
'
伊
勢
ノ
方
へ
｣
　
向
う
｡
｢
ス
ハ
ヤ
是
コ
ソ
落
人

ヨ
｣
と
分
か
る
姿
だ
っ
た
が
｢
山
王
大
師
ノ
御
加
護
ニ
ヤ
依
ケ
ン
'
道
二
行
逢

奉
ル
山
路
ノ
樵
'
野
径
ノ
蘇
'
細
事
ヲ
引
御
腰
ヲ
推
テ
｣
無
事
二
鈴
鹿
山
を
越

え
る
事
が
で
き
た
.
伊
勢
の
神
官
が
｢
心
有
テ
身
ノ
難
二
可
レ
遇
ヲ
モ
不
レ
顧
'

兎
角
隠
匿
進
セ
｣
た
の
で
'
｢
是
二
三
十
飴
日
和
忍
有
テ
'
京
都
少
シ
静
-
シ

カ
バ
還
御
成
テ
'
三
四
年
ガ
問
ハ
'
自
宅
院
卜
云
彪
ニ
'
御
遁
世
ノ
鰻
ニ
テ
ゾ

御
坐
有
｣
　
っ
た
と
い
う
｡

拡
散
す
る
展
開
の
中
で
'
必
ず
し
も
纏
め
き
れ
ぬ
場
合
が
あ
る
に
も
拘
ら

ず
'
話
題
(
話
材
)
と
し
て
採
り
上
げ
た
結
果
'
と
も
か
-
小
さ
な
完
結
を
示

す
形
で
語
ら
れ
る
の
が
'
こ
の
第
七
章
と
言
え
よ
う
｡
例
え
ば
'
光
厳
天
皇
の

窮
地
を
救
う
中
吉
弥
八
は
'
第
三
章
に
登
場
し
た
中
吉
十
郎
と
同
じ
く
｢
備
前

固
ノ
住
人
｣
と
紹
介
さ
れ
る
が
'
野
伏
の
棟
梁
を
相
手
に
し
て
の
言
動
は
'
む

し
ろ
頓
智
話
･
笑
話
へ
の
傾
斜
を
見
せ
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
或
る
点
で
は
楠
正

(
注
3
)

成
の
｢
武
略
卜
智
謀
｣
に
接
点
を
持
つ
が
'
｢
慾
心
機
盛
ノ
野
伏
｣
　
と
い
う
現

実
的
欲
望
を
露
呈
す
る
無
名
の
集
団
を
相
手
と
し
て
の
中
吉
弥
八
の
｢
欺
テ
'

空
笑
シ
テ
｣
の
非
現
実
的
対
応
で
'
果
し
て
野
伏
が
納
得
し
得
た
か
ど
う
か
ま

で
は
語
ら
れ
る
事
は
な
い
｡
こ
の
場
面
で
は
'
野
伏
集
団
を
目
の
前
に
し
て

｢
是
ヲ
見
テ
面
々
度
ヲ
失
テ
ア
キ
レ
ク
-
｣
と
い
う
段
階
か
ら
'
｢
主
上
英
日
ハ

Osaka Shoin Women's University Repository



-33-

テ
取
タ
-
ケ
ル
ゾ
ヤ
.
徳
着
ケ
奉
ン
ト
恩
タ
レ
バ
'
耳
ノ
ビ
ク
ガ
讃
ク
空

篠
原
ノ
宿
二
着
七
給
フ
｣
　
と
い
う
状
況
変
化
へ
と
繋
ぐ
も
の
と
し
て
'
｢
中
富

ガ
謀
｣
と
い
う
7
つ
の
条
件
が
導
入
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
｡

又
､
梶
井
二
品
親
王
'
つ
ま
り
光
厳
天
皇
の
弟
に
当
た
る
尊
胤
法
親
王
が
'

天
皇
と
は
別
の
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
話
題
(
話
材
)
を
採
り
上
げ
た
結
果
'

｢
山
王
大
師
ノ
徹
加
護
｣
に
よ
る
鈴
鹿
越
え
'
｢
心
有
テ
身
ノ
難
二
可
レ
遇
ヲ
モ
｣

顧
慮
し
な
い
｢
伊
勢
ノ
神
官
｣
の
献
身
に
よ
っ
て
の
伊
勢
滞
在
と
京
都
へ
の
還

御
な
ど
が
'
時
間
を
越
え
て
'
語
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
｡

妻
子
と
の
別
れ
を
惜
し
む
場
面
を
中
断
さ
せ
ら
れ
る
形
で
六
披
経
を
脱
出
し

た
'
も
う
一
人
の
六
波
羅
探
題
北
条
仲
時
速
の
最
期
が
描
か
れ
る
の
が
第
八
章
｡

｢
両
六
波
羅
京
都
ノ
合
戦
二
打
負
テ
'
関
東
へ
被
レ
落
｣
と
知
れ
わ
た
っ
た
た

め
'
街
道
沿
い
の
近
江
の
各
地
や
伊
吹
山
麓
･
鈴
鹿
河
辺
り
の
｢
山
立
･
強
盗

(
注
4
)

･
溶
着
共
二
三
千
人
｣
が
集
結
L
t
｢
先
帝
第
五
ノ
宮
｣
を
｢
大
将
二
取
奉
テ
'

錦
ノ
御
旗
ヲ
差
拳
ゲ
'
東
山
道
第
一
ノ
難
所
'
番
馬
ノ
宿
ノ
東
ナ
ル
'
小
山
ノ

峯
二
取
上
り
'
岸
ノ
下
ナ
ル
細
道
ヲ
中
二
爽
｣
ん
で
待
ち
受
け
た
｡

一
方
､
光
厳
天
皇
1
行
と
と
も
に
篠
原
の
宿
を
出
発
し
た
北
条
仲
時
は
'
供

奉
の
兵
が
二
千
騎
か
ら
七
百
騎
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
に
減
っ
た
中
で
'
先
陣
に
糟
谷

三
郎
宗
秋
'
後
陣
に
佐
々
木
判
官
時
信
を
配
備
し
て
'
番
馬
の
峠
に
さ
し
か
か

っ
た
｡
待
ち
構
え
る
数
千
の
散
に
む
か
っ
て
'
糟
谷
は
｢
三
十
六
騎
ノ
兵
｣
で

｢
一
陣
ヲ
堅
メ
タ
ル
野
伏
五
百
飴
人
｣
を
追
い
上
げ
た
も
の
の
'
晴
れ
ゆ
-
朝

霧
の
中
に
　
｢
錦
ノ
旗
1
流
｣
　
を
磨
か
せ
た
｢
兵
五
六
千
人
｣
を
発
見
'
｢
兎
:

モ
角
ニ
モ
可
レ
叶
ト
モ
覚
へ
｣
　
な
か
っ
た
た
め
'
麓
の
辻
堂
で
｢
後
陣
ノ
勢
｣

を
待
っ
た
｡

｢
前
障
二
軍
有
卜
聞
テ
'
馬
ヲ
早
メ
テ
｣
馳
せ
つ
け
た
北
条
仲
時
に
向
か
っ

て
'
糟
谷
三
郎
は
'
美
濃
の
土
岐
1
族
･
遠
江
の
吉
良
一
族
ら
が
関
東
へ
の
進

路
を
遮
断
す
る
形
で
応
戦
す
る
可
能
性
を
訴
え
'
｢
只
後
陣
の
佐
々
木
ヲ
衛
待

侯
テ
'
近
江
国
へ
引
返
シ
'
暫
サ
-
ヌ
ベ
カ
ラ
ン
ズ
ル
城
二
楯
寵
テ
'
関
東
勢

ノ
上
洛
シ
侯
ハ
ン
ズ
ル
ヲ
徹
待
侯
へ
カ
シ
｣
と
提
案
し
'
仲
時
も
佐
々
木
に
つ

い
て
｢
今
ハ
如
何
ナ
ル
野
心
力
存
ズ
ラ
ン
｣
と
思
い
つ
つ
も
'
糟
谷
の
意
見
に

従
っ
て
｢
時
信
ヲ
待
テ
コ
ソ
評
定
ア
ラ
メ
｣
と
し
て
'
五
百
余
騎
で
辻
堂
の
庭

で
待
機
す
る
事
に
し
た
｡

と
こ
ろ
が
'
約
7
里
距
離
を
お
い
て
三
百
余
騎
で
進
ん
で
い
た
佐
々
木
時
信

は
｢
如
何
ナ
ル
天
魔
披
旬
ノ
所
為
ニ
テ
カ
有
ケ
ン
｣
北
条
仲
時
が
番
馬
の
峠
で

野
伏
達
に
取
囲
ま
れ
て
全
員
討
死
し
た
'
と
誰
か
に
告
げ
ら
れ
た
｡
そ
の
た
め

佐
々
木
は
｢
今
ハ
可
レ
為
様
無
-
ケ
-
｣
と
し
て
'
｢
愛
智
河
ヨ
-
引
返
シ
'
降

人
二
成
テ
京
都
へ
上
｣
　
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡

越
後
守
北
条
仲
時
は
'
時
信
を
待
っ
た
も
の
の
｢
待
期
過
テ
時
移
｣
　
っ
た
た

め
｢
サ
テ
ハ
時
信
モ
早
散
二
成
ニ
ケ
-
｣
と
考
え
'
潔
-
切
腹
す
る
決
心
を
固

め
た
｡
そ
し
て
'
味
方
の
者
達
に
｢
武
運
漸
傾
テ
'
富
家
ノ
滅
亡
近
キ
ニ
可
レ

在
卜
見
給
ヒ
ナ
ガ
ラ
｣
行
動
を
共
に
し
て
く
れ
た
事
を
感
謝
し
'
｢
自
害
ヲ
シ

テ
'
生
前
ノ
芳
恩
ヲ
死
後
二
報
ゼ
ン
ト
存
ズ
ル
也
｣
　
｢
早
ク
仲
時
ガ
首
ヲ
取
テ

源
氏
ノ
手
二
渡
シ
'
各
ヲ
補
テ
忠
二
傍
へ
給
へ
｣
　
と
言
い
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に

｢
鎧
脱
デ
押
膚
脱
'
腹
掻
切
テ
伏
｣
し
た
｡
こ
れ
を
見
た
糟
谷
三
郎
宗
秋
は
'

涙
を
お
さ
え
な
が
ら
｢
宗
秋
コ
ソ
先
自
害
シ
テ
'
冥
途
ノ
御
先
ヲ
モ
仕
ラ
ン
ト

存
侯
ツ
ル
ニ
'
先
立
七
給
ヌ
ル
コ
ソ
ロ
惜
ケ
レ
｡
(
中
略
)
　
暫
御
得
侯
へ
'
死

出
ノ
山
ノ
御
枠
中
侯
ハ
ン
｣
と
言
っ
て
'
｢
越
後
守
ノ
'
覇
ロ
マ
デ
腹
二
突
立
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テ
被
レ
置
タ
ル
刀
ヲ
取
テ
'
己
ガ
腹
二
突
立
'
仲
時
ノ
膝
二
抱
キ
付
｣
　
い
て
僻

伏
せ
に
な
っ
て
最
期
を
遂
げ
た
｡

以
下
'
百
五
十
七
人
の
人
名
が
列
記
さ
れ
た
上
で
'
｢
是
等
ヲ
宗
徒
ノ
者
ト

シ
テ
'
都
合
四
百
三
十
二
人
'
同
時
二
腹
ヲ
ゾ
切
タ
-
ケ
ル
｣
と
記
さ
れ
'
凄

絶
な
情
景
が
短
く
描
か
れ
る
｡
又
'
｢
主
上
･
々
皇
ハ
'
此
死
人
共
ノ
有
様
ヲ

和
男
ズ
ル
ニ
'
肝
心
モ
御
身
二
不
レ
傍
'
只
ア
キ
レ
テ
ゾ
坐
シ
マ
シ
ケ
ル
｣
と
'

先
導
者
た
る
武
士
を
失
っ
て
'
動
け
な
-
な
っ
て
し
ま
っ
た
光
厳
天
皇
達
に
つ

(
注
5
)

い
て
'
言
及
さ
れ
る
｡

第
九
章
で
は
'
ま
ず
'
｢
五
官
ノ
官
軍
共
｣
　
が
光
厳
天
皇
達
を
捕
え
て
長
光

守
(
武
作
寺
)
　
へ
入
れ
た
事
'
主
上
自
ら
｢
三
種
神
器
井
玄
象
･
下
濃
･
二
間

ノ
御
本
尊
二
重
マ
デ
｣
を
｢
五
官
ノ
御
方
へ
｣
渡
し
た
事
が
記
さ
れ
る
｡

又
'
｢
嘗
今
奉
公
ノ
寵
臣
｣
　
日
野
大
納
言
資
名
は
　
｢
如
何
ナ
ル
憂
目
ヲ
カ
見

ン
ズ
ラ
ン
｣
と
｢
身
ヲ
危
ブ
ン
デ
｣
'
そ
の
辺
の
辻
堂
に
い
た
　
｢
遊
行
ノ
聖
｣

に
出
家
の
戒
師
を
依
東
L
t
出
家
に
際
し
て
｢
四
句
ノ
偶
ヲ
唱
ル
事
ノ
有
ゲ
ニ

侯
者
ヲ
｣
と
話
し
か
け
た
と
こ
ろ
'
聖
は
そ
の
文
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
｢
如

是
畜
生
督
菩
提
心
｣
と
唱
え
た
｡
同
様
に
出
家
し
よ
う
と
し
て
髪
を
洗
っ
て
い

た
三
河
守
友
俊
は
'
こ
れ
を
聞
き
'
｢
命
ノ
倍
サ
ニ
出
家
ス
レ
バ
ト
テ
'
汝
ハ

是
畜
生
也
卜
唱
給
フ
事
ノ
悲
シ
サ
ヨ
｣
と
｢
ヱ
ツ
ポ
ニ
入
テ
｣
笑
っ
て
し
ま
っ

た
｡
こ
の
挿
話
は
'
｢
遊
行
ノ
聖
｣
(
無
名
の
者
)
の
無
知
さ
が
日
野
資
名
の
物
差

し
で
測
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
'
第
七
章
に
お
け
る
野
伏
の
棟
梁
(
無
名
の

者
)
と
中
吉
弥
八
と
い
う
人
的
対
応
に
似
る
が
'
こ
こ
で
は
友
俊
の
自
咽
的
な

笑
い
の
中
に
'
｢
命
ノ
惜
サ
ニ
出
家
｣
す
る
資
名
に
対
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
視

(
注
6
)

線
を
も
見
落
す
事
が
で
き
な
い
｡

結
局
'
供
奉
す
る
者
が
'
経
顕
･
有
光
の
み
と
な
っ
た
光
厳
天
皇
･
康
仁
親

王
･
後
伏
見
上
皇
･
花
園
上
皇
達
は
｢
見
押
ヌ
敵
軍
二
前
後
ヲ
被
二
打
囲
.
テ
'

怪
ゲ
ナ
ル
網
代
輿
二
被
レ
召
テ
｣
帰
京
す
る
事
と
な
る
.
｢
見
物
ノ
貴
焼
｣
は
町

辻
に
立
っ
て
｢
ア
ラ
不
思
議
ヤ
'
去
年
先
帝
ヲ
笠
置
二
生
捕
遷
ラ
セ
テ
､
隠
岐

ノ
図
へ
流
シ
奉
-
シ
其
報
'
三
年
ノ
中
二
来
-
ヌ
ル
事
ノ
蔑
猿
サ
ヨ
｡
昨
日
ハ

他
州
ノ
憂
卜
聞
シ
カ
ド
'
今
日
ハ
我
上
ノ
茸
二
嘗
レ
-
ト
ハ
'
加
様
ノ
事
ヲ
ヤ

申
ス
ベ
キ
｡
此
君
モ
又
如
何
ナ
ル
配
所
へ
カ
被
レ
遷
サ
セ
給
テ
辰
襟
ヲ
被
レ
惜
ズ

ラ
ン
｣
と
｢
因
果
歴
然
ノ
理
ヲ
感
恩
シ
テ
'
袖
ヲ
ヌ
ラ
｣
し
た
｡
こ
れ
は
'
巻

四
第
六
章
で
'
隠
岐
へ
と
送
ら
れ
る
後
醍
醐
天
皇
を
見
送
っ
た
｢
京
中
景
趣
男

女
｣
の
｢
正
シ
キ
一
天
ノ
主
ヲ
'
下
ト
シ
テ
流
シ
奉
ル
事
ノ
洩
猿
サ
ヨ
｡
武
家

ノ
運
命
今
二
轟
ナ
シ
｣
と
泣
き
悲
し
ん
だ
場
面
に
対
応
す
る
も
の
で
も
あ
る
｡

こ
う
し
て
'
六
波
羅
の
滅
亡
を
時
間
を
追
っ
て
描
い
た
後
に
'
巻
七
に
記
さ

れ
て
い
た
千
剣
破
城
の
状
況
へ
と
目
を
転
じ
る
の
が
第
十
章
で
あ
る
｡

｢
六
披
羅
巳
二
被
三
貴
落
.
テ
'
主
上
･
々
皇
皆
関
東
へ
落
サ
セ
給
ヌ
｣
と
の

情
報
が
届
き
'
千
剣
破
城
の
寄
手
十
万
余
騎
は
奈
良
方
面
へ
と
引
き
返
-
｡
た

だ
'
｢
前
ニ
ハ
乗
テ
野
臥
充
満
タ
-
｡
跡
ヨ
-
ハ
又
散
急
二
追
懸
ル
｣
　
中
の
逃

走
で
あ
っ
た
た
め
､
｢
残
少
ナ
ニ
被
二
討
成
】
 
'
僅
二
生
タ
ル
軍
勢
モ
'
馬
物
臭

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヲ
拾
ヌ
ハ
無
｣
く
'
｢
サ
レ
バ
今
二
至
ル
マ
デ
'
金
剛
山
ノ
麓
'
東
候
谷
ノ
路

ノ
追
ニ
ハ
'
矢
ノ
孔
刀
ノ
疲
ア
ル
白
骨
'
収
ル
人
モ
ナ
ケ
レ
バ
'
苔
二
纏
レ
テ

塁
々
タ
-
｣
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
事
が
'
時
間
の
経
過
を
含
む
形
で
描
か
れ

t
よ
h

･
J
　
｢
r
)
】
ヽ
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者
)
と
翌
日
弥
八
と
い
う
人
的
対
応
に
似
る
が
'
こ
こ
で
は
友
俊
の
白
幡
&
.
お

る
.
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
｢
宗
徒
ノ
大
将
達
ハ
'
1
人
モ
道
モ
ア
ハ
不
レ
被
レ

討
シ
テ
｣
奈
良
に
逃
が
れ
着
い
た
｡

こ
の
よ
う
に
概
観
し
て
く
る
と
'
第
三
早
か
ら
第
六
章
ま
で
は
'
鎌
倉
幕
府

の
相
模
入
道
北
条
高
時
の
傘
下
に
属
し
て
い
た
足
利
高
氏
が
'
後
醍
醐
天
皇
方

に
身
を
転
じ
'
幕
府
の
重
要
機
関
た
る
六
波
羅
探
題
の
打
倒
に
加
担
す
る
姿
を

中
心
と
し
て
展
開
す
る
｡
｢
所
労
｣
　
の
た
め
体
調
の
良
く
な
い
時
に
､
上
洛
せ

よ
と
の
北
条
高
時
か
ら
の
｢
催
促
度
々
二
及
｣
ん
だ
高
氏
は
'
｢
父
ノ
喪
二
居

テ
三
月
ヲ
過
｣
ぎ
ず
｢
悲
歎
ノ
涙
末
レ
乾
｣
と
い
う
事
と
'
｢
病
気
身
ヲ
侵
シ
テ

負
薪
ノ
憂
末
レ
休
｣
と
い
う
事
と
を
察
知
し
な
い
高
時
に
対
し
て
｢
憤
思
｣
い
'

｢
遺
恨
ナ
レ
｣
と
思
う
.
こ
の
私
的
憤
潜
が
　
｢
時
移
り
事
変
ジ
テ
貴
焼
雄
レ
易
レ

位
'
彼
ハ
北
儀
四
郎
時
政
ガ
末
孫
也
'
人
臣
二
下
テ
年
久
シ
｡
我
ハ
源
家
累
菓

ノ
族
也
｡
王
氏
ヲ
出
テ
不
レ
遠
｣
と
い
う
'
源
平
対
立
の
中
で
の
源
氏
優
位
と

の
認
識
に
結
び
付
け
ら
れ
'
｢
先
帝
ノ
御
方
二
参
テ
六
波
羅
ヲ
責
落
｣
す
事
も

あ
り
う
る
と
の
決
意
へ
と
発
展
す
る
｡

鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
は
〟
裏
切
り
″
で
し
か
な
い
高
氏
の
行
動
は
'
予
見
さ

れ
る
要
素
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
'
長
崎
円
書
は
二
つ
の
条
件
を
出
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
は
高
氏
に
と
っ
て
も
選
択
を
迫
ら
れ
る
場
面
で
あ
っ
た
が
'
｢
憤

ヲ
押
へ
テ
｣
弟
直
義
の
意
見
を
聞
き
'
直
義
が
高
氏
の
心
中
の
決
意
を
｢
大
儀

ノ
御
計
略
｣
と
定
義
づ
け
た
た
め
に
'
高
氏
は
鎌
倉
幕
府
に
対
し
て
直
接
反
旗

を
翻
す
と
い
う
'
破
滅
の
可
能
性
を
含
む
選
択
を
捨
て
る
事
が
で
き
た
｡
起
請

文
は
と
も
か
く
'
妻
子
を
鎌
倉
に
留
め
置
く
と
の
条
件
は
'
高
氏
の
決
心
を
蹟

槽
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
'
妻
登
子
が
執
権
赤
橋
守
時
の
妹

で
あ
る
事
を
含
め
て
'
直
義
が
｢
大
儀
ノ
前
ノ
少
事
｣
と
断
言
す
る
だ
け
の
勝

算
が
あ
っ
て
'
受
諾
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
｡
従
っ
て
'
高
氏
の
〟
裏
切
り
″
に

つ
い
て
の
代
償
は
'
た
と
え
ば
'
巻
十
に
お
い
て
赤
橋
守
時
の
白
書
に
よ
っ
て

購
わ
れ
る
事
と
な
る
｡

｢
先
帝
｣
の
隠
岐
脱
出
に
よ
っ
て
'
｢
官
軍
｣
は
'
後
醍
醐
天
皇
を
頂
点
と
す

る
富
士
山
型
三
角
形
の
裾
野
部
分
に
公
家
･
武
士
が
並
列
す
る
様
相
を
示
し
っ

つ
あ
っ
た
｡
そ
こ
へ
'
高
氏
が
加
わ
る
事
は
'
｢
官
軍
｣
　
の
安
定
感
を
増
す
と

と
も
に
'
幕
府
方
を
足
元
か
ら
突
き
崩
す
事
に
繋
が
る
｡
た
だ
'
幕
府
方
が
条

件
を
付
け
た
事
で
も
わ
か
る
よ
う
に
'
官
軍
側
に
と
っ
て
も
高
氏
を
｢
乗
テ
内

通
ノ
子
細
有
ケ
レ
共
､
若
侍
ヤ
シ
給
フ
覧
｣
と
'
1
応
警
戒
し
て
'
坊
門
雅
忠

が
野
伏
五
六
百
人
を
か
り
集
め
て
'
正
式
に
は
六
披
経
の
｢
溺
手
ノ
大
将
｣
で

あ
っ
た
高
氏
軍
の
方
へ
向
か
っ
た
｡

大
江
山
を
西
へ
越
え
る
事
で
態
度
を
鮮
明
に
し
た
高
氏
が
'
篠
村
で
軍
勢
を

召
集
し
た
時
'
旗
･
笠
符
に
｢
一
番
｣
と
い
う
文
字
を
書
い
た
久
下
弥
三
郎
時

重
が
二
百
五
十
騎
で
1
番
に
馳
せ
つ
け
た
事
'
そ
の
家
紋
が
'
頼
朝
の
土
肥
で

の
挙
兵
の
際
の
一
番
乗
り
に
縁
を
持
つ
事
を
高
右
衛
門
尉
師
直
か
ら
聞
い
た
事

は
'
今
後
の
高
師
直
の
役
割
と
と
も
に
注
目
し
て
良
い
｡
｢
サ
テ
ハ
是
ガ
最
初

ヽ

ヽ

ニ
参
-
ク
ル
コ
ソ
'
富
家
ノ
吉
例
ナ
レ
｣
と
の
高
氏
の
言
葉
通
り
に
｢
二
寓
三

千
飴
騎
｣
の
軍
勢
が
集
結
し
た
'
と
い
う
風
に
叙
述
さ
れ
る
｡
こ
れ
は
'
篠
村

の
宿
を
出
発
し
た
高
氏
が
下
馬
を
し
て
拝
礼
を
し
た
神
社
が
実
は
｢
篠
村
ノ
新

八
幡
｣
で
あ
る
と
聞
き
'
｢
サ
テ
ハ
富
家
専
崇
ノ
震
紳
ニ
テ
御
坐
シ
ケ
-
｣
と
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ヽ

言
っ
て
高
氏
が
戦
勝
祈
願
の
願
書
を
奉
献
し
た
話
に
も
重
な
り
'
更
に
'
大
江

山
を
越
え
て
京
都
に
入
る
時
に
山
鳩
が
飛
来
し
て
白
旗
の
上
で
舞
っ
た
の
を
見

て
高
氏
が
｢
是
八
幡
大
菩
薩
ノ
立
朔
テ
護
ラ
セ
給
フ
敏
也
｡
此
鳩
ノ
飛
行
ン
ズ

ル
ニ
任
テ
可
レ
向
｣
と
命
令
し
た
奇
瑞
霜
も
記
さ
れ
る
事
と
な
る
｡
そ
の
た
め
'

決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
ぬ
　
｢
二
寓
飴
騎
｣
　
と
い
う
数
字
さ
え
も
'
｢
足
利
磨

ヽ

ヽ

篠
村
ヲ
出
給
シ
時
ハ
'
僅
二
二
寓
飴
騎
有
シ
ガ
'
右
近
馬
場
ヲ
週
給
へ
バ
'
其

勢
五
寓
飴
騎
二
及
べ
り
｣
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
て
六
波
羅
攻
め
に
加
わ
っ
た
足
利
高
氏
だ
が
'
高
氏
自
身
が
合
戦
場

面
に
お
い
て
華
々
し
い
活
躍
を
見
せ
る
わ
け
で
は
な
い
｡
む
し
ろ
'
彼
の
場

合
'
｢
平
氏
(
北
条
氏
)
｣
を
倒
す
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
た
り
う
る
存
在
と
し
て
の

｢
源
氏
｣
の
頭
領
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
の
登
場
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

た
と
え
ば
'
呼
称
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
'
巻
九
全
体
で
次
の
様
に
な
っ
て

(
注
7
)

い
る
｡
A
t
　
足
利
治
部
大
輔
高
氏
-
-
-
-
-
2

B
t
　
足
利
治
部
大
輔
高
氏
朝
臣
-
-
-
1

C

t

　

源

朝

臣

高

氏

-

-

-

-

-

-

-

-

1

D

t

　

足

利

殿

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

3

E

t

　

足

利

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

F

t

　

高

氏

-

･

-

-

-

-

-

-

-

-

-

‥

2

着
の
う
ち
t
 
C
は
願
書
の
署
名
｡
F
の
う
ち
一
例
は
願
書
の
中
の
一
人
称
と

し
て
の
使
用
例
'
も
う
一
例
は
第
三
早
で
〟
条
件
″
を
承
諾
し
た
高
氏
に
つ
い

て
｢
相
撲
入
道
是
二
不
審
ヲ
散
ジ
テ
喜
悦
ノ
恩
ヲ
成
シ
'
画
風
ヲ
招
請
有
テ
｣

と
い
う
箇
所
.
E
は
第
二
章
の
｢
風
刺
･
名
題
ノ
南
勢
又
雲
霞
ノ
如
ク
上
洛
シ

メ
-
ケ
レ
バ
｣
と
い
う
箇
所
｡
A
は
第
一
章
の
｢
足
利
治
部
大
輔
高
氏
ハ
'
所

努
ノ
事
有
テ
｣
と
第
二
章
｢
足
利
治
部
大
輔
高
氏
ハ
'
溺
手
ノ
大
将
ト
シ
テ
｣
｡

B
は
第
五
章
｢
明
レ
バ
五
月
七
日
ノ
寅
刻
l
t
r
凪
劃
矧
謝
対
矧
画
風
山
盟
凶
'
二

寓
五
千
飴
騎
ヲ
率
シ
テ
'
篠
村
ノ
宿
ヲ
立
給
フ
｣
と
い
う
箇
所
｡
D
の
う
ち
二

例
は
第
1
章
で
長
崎
入
道
円
害
が
北
条
高
時
に
進
言
す
る
会
話
の
中
で
使
用
さ

れ
た
も
の
'
又
'
別
の
二
例
は
'
欝
六
章
の
中
で
'
設
楽
五
郎
左
衛
門
尉
と
大

高
重
成
と
が
名
乗
り
の
場
面
で
　
｢
風
刺
劇
ノ
御
内
ニ
｣
と
し
て
使
用
す
る
も

の
｡
京
都
へ
派
遣
さ
れ
た
｢
大
手
ノ
大
勝
｣
名
題
尾
張
守
高
家
の
呼
称
が
｢
名
題

(
注
8
)

尾
張
守
｣
か
｢
尾
張
守
｣
で
あ
り
'
北
条
高
時
の
呼
称
が
｢
相
撲
入
道
｣
で
あ

ヽ

ヽ

ヽ

る
の
と
比
し
て
も
'
や
は
り
'
｢
六
披
羅
ヲ
責
落
｣
　
す
役
割
を
担
っ
た
足
利
高

氏
の
人
物
形
象
に
つ
い
て
の
作
者
の
〟
思
い
入
れ
″
を
看
取
し
う
る
｡

次
に
'
第
七
章
か
ら
第
九
章
に
つ
い
て
見
る
と
'
｢
六
波
羅
探
題
｣
　
の
範
囲

に
限
定
し
て
も
'
鎌
倉
幕
府
側
の
内
面
的
な
亀
裂
が
窺
え
る
｡
す
な
わ
ち
'
六

波
羅
探
題
に
と
っ
て
の
光
厳
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
皇
族
や
公
卿
達
は
｢
軍
卜

云
事
ハ
未
ダ
冒
ニ
モ
見
玉
ハ
ヌ
｣
存
在
で
し
か
な
く
'
官
軍
側
に
お
け
る
後
醍

(
注
9
)

醐
天
皇
の
よ
う
な
存
在
感
を
持
ち
得
な
い
｡
そ
の
た
め
'
第
七
章
で
矢
を
受
け

負
傷
し
た
光
厳
天
皇
の
こ
と
を
'
介
抱
し
た
陶
山
備
中
守
の
目
を
通
し
て
｢
見

進
ラ
ス
ル
ニ
目
モ
ア
テ
ラ
レ
ズ
｣
と
描
き
'
｢
恭
モ
寓
釆
ノ
主
'
卑
匹
夫
ノ
矢

前
二
被
レ
傷
テ
'
紳
龍
忽
二
釣
者
ノ
網
ニ
カ
､
レ
ル
事
'
洩
猿
カ
-
シ
世
中
也
｣

と
は
記
す
も
の
の
'
同
情
を
込
め
た
慨
嘆
的
文
調
と
は
な
ら
ず
'
第
八
章
に
お

け
る
六
波
羅
勢
の
多
数
の
自
害
場
面
に
お
い
て
も
'
｢
主
上
･
々
皇
ハ
'
此
死

ブ
へ
･
レ
　
(
.
ヽ
　
T
L
/

ヽ
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と
い
う
箇
所
.
E
は
第
二
章
の
｢
風
刺
･
名
越
ノ
南
勢
又
雲
霞
ノ
如
ク
J
l
学

ノ
'
5

人
共
ノ
有
様
ヲ
御
覧
ズ
ル
ニ
'
肝
心
モ
御
身
二
不
レ
傍
'
只
ア
キ
レ
テ
ゾ
坐
シ

マ
シ
ケ
ル
｣
と
描
か
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
'
存
在
感
の
上
で
武
士
達
と
の
懸
隔

が
見
ら
れ
る
｡

又
'
鎌
倉
と
共
同
戦
線
を
組
む
事
に
よ
っ
て
'
唯
一
の
活
路
を
開
き
得
た
か

も
知
れ
ぬ
五
万
騎
に
余
る
六
披
羅
勢
に
つ
い
て
'
そ
れ
を
率
す
べ
き
南
探
題
北

条
左
近
将
監
時
益
と
北
探
題
北
条
越
後
守
仲
時
と
の
問
に
は
'
緊
密
な
協
力
態

勢
が
見
ら
れ
な
い
｡
妻
子
と
別
れ
を
惜
し
む
仲
時
を
急
き
立
て
た
時
益
は
'
野

伏
の
矢
に
よ
っ
て
呆
気
な
い
最
期
を
遂
げ
る
｡
一
方
'
仲
時
は
｢
一
家
ノ
運
巳

二
義
ヌ
｣
と
限
界
を
確
認
し
'
｢
軍
勢
共
｣
　
へ
の
感
謝
を
表
明
し
た
上
で
｢
腹

掻
切
テ
｣
死
ん
で
い
-
｡
両
人
と
も
に
｢
糟
谷
七
郎
｣
と
｢
糟
谷
三
郎
宗
秋
｣

と
い
う
忠
義
な
家
来
が
後
を
追
う
と
い
う
類
似
点
を
も
っ
て
描
か
れ
る
が
'
対

照
的
な
点
も
持
っ
た
両
人
の
死
に
よ
っ
て
'
京
都
(
六
波
羅
)
と
鎌
倉
と
の
合

体
は
実
現
せ
ぬ
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
う
｡
し
か
も
'
六
波
羅
か
ら
鎌
倉
へ
と
伸

ば
さ
れ
た
手
を
直
接
断
ち
切
る
役
割
を
担
っ
た
の
は
'
巻
七
以
来
'
随
所
に
登

(
注
1
 
0
)

場
す
る
無
名
の
野
伏
達
で
あ
っ
た
｡
つ
ま
り
'
巻
九
に
お
け
る
｢
官
軍
｣
は
'

こ
の
野
伏
達
か
ら
足
利
高
氏
ま
で
を
包
含
す
る
'
そ
れ
自
体
に
問
題
を
持
っ
た

集
団
の
力
に
よ
っ
て
'
一
つ
の
勝
利
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
｡

し
か
も
'
第
十
章
｢
千
葉
屋
城
寄
手
敗
北
事
｣
に
楠
正
成
の
名
を
出
さ
ぬ
形

で
'
六
波
羅
を
中
心
と
す
る
近
畿
圏
で
の
関
東
方
の
敗
北
を
大
き
-
概
観
す
る

と
と
も
に
'
巻
九
全
体
の
軒
で
'
幕
府
方
か
ら
天
皇
方
へ
と
振
幅
す
る
動
き
を

見
せ
た
｢
足
利
殿
｣
の
存
在
を
鮮
明
に
刻
L
t
　
そ
の
事
が
や
が
て
'
建
武
新
政

後
の
足
利
高
氏
の
役
割
を
も
予
見
さ
せ
る
構
成
を
作
り
上
げ
て
い
る
｡

注
(
1
)
　
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
店
)
　
に
よ
る
｡

(
2
)
　
こ
の
場
面
に
お
け
る
野
伏
達
の
言
葉
は
'
巻
2
 
3
｢
土
岐
額
遠
参
二
合

御
幸
]
致
二
浪
籍
]
事
付
雲
客
下
レ
車
事
｣
に
お
い
て
'
光
厳
上
皇
の
還

御
に
出
会
っ
た
土
岐
頼
遠
が
｢
如
何
ナ
ル
田
舎
人
ナ
レ
バ
加
様
二
狼

籍
ヲ
バ
行
迩
ゾ
｡
院
ノ
御
幸
ニ
テ
有
ゾ
｣
と
い
う
随
身
の
言
葉
に
対

し
て
｢
カ
ラ
-
1
ト
打
笑
ヒ
'
『
何
二
院
卜
云
フ
カ
'
犬
卜
云
カ
'

犬
ナ
ラ
バ
射
テ
落
サ
ン
』
ト
云
健
l
こ
狼
籍
を
働
い
た
場
面
へ
と
連

接
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
3
)
　
巻
三
･
笠
置
に
お
け
る
後
醍
醐
天
皇
へ
の
正
成
の
言
葉
の
中
で
使
わ

れ
て
い
る
｡
ノ

(
4
)
　
先
帝
　
(
後
醍
醐
)
　
の
第
五
皇
子
で
は
な
く
'
五
辻
兵
部
卿
親
王
宮

(
亀
山
天
皇
の
皇
子
'
四
品
兵
部
卿
守
良
親
王
が
正
し
い
｡

(
5
)
　
第
八
章
後
半
部
に
関
し
て
は
'
『
鑑
賞
日
本
の
古
典
･
太
平
記
』
　
(
鈴

木
登
美
恵
･
長
谷
川
端
　
尚
学
図
書
)
　
に
お
い
て
'
鈴
木
氏
が
'

『
太
平
記
』
　
執
筆
の
材
料
と
考
え
ら
れ
る
　
『
近
江
国
番
場
宿
蓮
華
寺

過
去
帳
』
と
近
江
佐
々
木
氏
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
ら

れ
る
｡

(
6
)
　
注
(
5
)
の
書
に
お
い
て
'
鈴
木
氏
は
｢
命
惜
し
さ
に
出
家
す
る
資
名

と
'
従
容
と
し
て
死
の
座
に
臨
む
資
朝
と
'
そ
の
対
比
的
な
兄
と
弟

ネ

ガ

ボ

ジ

の
姿
は
､
実
は
'
陰
画
と
陽
画
の
如
く
'
一
つ
の
人
間
像
の
裏
表
と

し
て
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｣
　
と
分
析
し
て
お
ら
れ

る
｡
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(
7
)
　
章
段
の
題
名
を
除
き
'
本
文
中
の
周
例
の
み
｡

(
8
)
　
第
三
章
で
高
氏
の
行
動
に
疑
惑
を
感
じ
た
中
吉
･
奴
可
は
'
高
氏
を

｢
此
人
｣
と
言
い
'
中
吉
は
名
題
尾
張
守
の
こ
と
を
｢
名
題
殿
｣
と

言
っ
て
い
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

(
9
)
　
巻
二
と
巻
三
と
に
お
け
る
後
醍
醐
天
皇
の
虚
像
か
ら
実
像
へ
の
変
身

に
つ
い
て
は
'
拙
者
『
太
平
記
の
説
話
文
学
的
研
究
』
(
和
泉
書
院
)

第
二
章
で
も
言
及
し
た
｡
鈴
木
氏
は
'
注
(
5
)
の
書
に
お
い
て
'
光

厳
天
皇
･
両
上
皇
と
後
醍
醐
天
皇
と
の
対
比
的
な
描
き
方
を
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
｡

(
1
 
0
)
　
｢
無
名
｣
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
'
拙
稿
｢
『
太
平
記
』
巻
七
の
構
成

と
展
開
｣
(
｢
樟
蔭
国
文
学
｣
2
7
号
)
参
周
｡

d
ぎ
岬
阿
6
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